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０．はじめに
本稿は、「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」
の一部として、心を決めることを表す漢語サ変動詞
の分析を試みる??。
１．「決心（する）」
『学研国語大辞典』（学習研究社、1978）は、「決
心」を「ある事をしようと心を決めること」と記述
している。（この記述の問題点は、後述する。）
(1) 男性の場合、髪のことを気にし始めてから、
かつらの着用を決心するまで、平均 4年かか
ると言われている。「周囲に気付かれたら」「男
らしくないのでは」と思い悩む人が多いのだ。
一方、女性は「友達が試してみたら良かった
から」と、商品が口コミで広がってゆくそう
だ。 （毎日新聞 2003年 2月 28日）
(2) 高校 2年のとき、支店長の父が亡くなった。
兄 1人、姉 2人、弟 2人の 6人兄弟。高卒で
働くことを決心し、恩師が勧めた山一に就職
した。最初の 13年半は、取引所で場立ちなど
を務めた。「もっと大きな声を出せ」と、普通
の声では返事もしてくれない先輩たちに鍛え
られた。 （毎日新聞 1998年 3月 29日）
(3) 準優勝の夜、大阪で打ち上げ会をした。予
想もしない成績に酔いしれる蔦さんに、白川
さんは「思い残すことはないでしょう。監督
を若い者に譲ったら」と引退を勧めた。「何を
いいよるか。わしの人生はこれからぞ」。蔦さ
んははねつけた。「この人から野球を取ること
はできんな」。白川さんは生涯付き合おうと決
心した。 （毎日新聞 1998年 1月 15日）
決心の内容は、（ 1）ではヲ格名詞句（「かつらの着
用」）で、（ 2）では名詞節（「高卒で働くこと」）で、
（ 3）では引用節（「生涯付き合おうと」）で表され
ている。（ 4）では、「～をする」構文が使われてい
る??。
(4) 時給 800円で銭湯のアルバイトを始め、被
害弁済を続けた。「金は返しても、事件を忘れ
たらあかん」。執行猶予が明けたら被害者に直
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接謝罪する決心をした。再出発のけじめだっ
た。 （毎日新聞 2003年 1月 10日）
決心の内容は、「決心」を修飾する連体節（「執行猶
予が明けたら被害者に直接謝罪する」）で表されてい
る。
２．「決意（する）」
『学研国語大辞典』（学習研究社、1978）は、「決
意」を「自分の意志をはっきりときめること」と記
述している。
(5) 小学 6年生で小学生名人となり、プロへの
道を強く周りに勧められながらも父と同じ医
者の道を目指して進学し、高校、大学時代を
通じて全国制覇を何度も繰り返すアマ強豪と
してならした。しかし、京大医学部を卒業し、
国家試験にもパスしてから、囲碁へのあきら
めきれぬ思いを実感。プロへの転向を決意す
る。それが今から 2年前のこと。28歳での一
大決心だった。（毎日新聞 2003年 5月 9日）
(6) 回復が早く、予定通り進んだ大学院の講義
で、開発途上国での災害の悲惨さを説く河田
惠昭・京都大防災研究所教授と出会い、研究
テーマを「防災」に変えることを決意した。
京大大学院工学研究科博士課程に進み災害に
よる経済損失を測る手法の開発などにかかわ
り、河田教授が初代センター長を務める「人
と防災未来センター」開設（昨年 4月）に伴
う研究員公募で採用された。
（毎日新聞 2003年 1月 17日）
(7) 自身の経歴や作品に込めた思いが随所にち
りばめられている。13歳の時、夫に銃で顔半
分吹き飛ばされた女の人の死体を見た。小説
家になろうと決意したのは、この体験を何と
しても人々に伝えようと考えたからだとい
う。 （毎日新聞 2003年 5月 18日）
決意の内容は、（ 5）ではヲ格名詞句（「プロへの転
向」）で、（ 6）では名詞節（「研究テーマを「防災」
に変えること」）で??、（ 7）では引用節（「小説家に
なろうと」）で表されている。（ 5）で、「プロへの転
向」は、「一大決心」だったと述べられている。「決
心」、「決意」、「決断」について、『ちがいがわかる類
語使い分け辞典』（小学館、2008）は、「早起きの―も
三日ともたなかった」のような「日常的・個人的な
事柄で、他に大したかかわりが出ない場合は「決心」
が最適で、他の二語では大げさ」であるが、「会社を
やめることを―する」のような「個人的な問題であっ
ても、生活や家族など他に大きな影響が及ぶ場合は
三語とも使える」と述べている。（ 8）では、「決意
（する）」、「決断（する）」、「決心（する）」が使われ
ている。
(8) この日、東京都内で野村氏と阪神の高田順
弘球団社長の 2度目の交渉が行われた。15日
の就任要請時には返事は日本シリーズ後とし
ていたが、野村氏は「決意した以上、1日も早
い方がいい」と 24日に高田社長に連絡を取
り、この日の交渉、就任へと至った。野村氏
は前回の交渉から 5日後に就任を決断したと
いい、「何年か先になると、体力、気力が衰え
るから最後のご奉公かなと決心した」と心境
を明かした。（毎日新聞 1998年 10月 26日）
阪神の監督に就任することは、「個人的な問題であっ
ても、生活や家族など他に大きな影響が及ぶ」こと
である。
引用節の述語の形に注目すると、決意の内容が引
用節で表されているものは、次のように分類できる。
（ここでの分類は、網羅的なものではない。）
「……すると決意する」
(9 ) 「ブルーのベンツが通るのがチラリと見え
ただけだった。でも異様に興奮し、僕は必ず
ホメイニ師のようになると決意したのを覚え
ている」。ダアーバティさんは 14年前のその
瞬間を鮮明に記憶していた。
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「……しようと決意する」
(10) 自身の経歴や作品に込めた思いが随所にち
りばめられている。13歳の時、夫に銃で顔半
分吹き飛ばされた女の人の死体を見た。小説
家になろうと決意したのは、この体験を何と
しても人々に伝えようと考えたからだとい
う。（＝（ 7））
「……したいと決意する」
(11)「自分と同じ思いをさせたくない」。進路の
選択をするとき、いつも嫌いな先生の顔が浮
かび、その度、教師の言葉に傷つく子どもた
ちを守る職業につきたいと決意してきた。そ
の一方で、幼いときの体験をひきずる自分に
嫌気が差していた。それを乗り越えたいとい
う気持ちから、大学で教職課程を取った。
（毎日新聞 2003年 7月 12日）
「……しないと決意する」
(12) 国連を通じた経済・技術援助に力を入れる
ことは、経済的には大国になったものの、軍
事大国にならないと決意しているわが国には
ふさわしい。82年の国連軍縮特別総会に出席
した鈴木首相は「軍縮によってつくり出され
る人的・物的余力を経済協力にまわそう」と
提唱して、開発途上国から歓迎された。日本
の国際的な貢献はそのような形で期待されて
いる。 （朝日新聞 1986年 9月 25日）
「……するまいと決意する」
(13) UNTACには安保理から暫定統治という
大きな権限が付与されていた。しかし、米占
領下で子供時代を過ごした 1人として、絶対
にマッカーサーにはなるまいと決意してい
た。占領軍の政治や政策はよい面もあった。
が、その半面、それは米軍に押し付けられた
との屈折した気持ちが日本にはあって、占領
終了後にやめてしまったという例もある。カ
ンボジアの改革・民主主義の導入は、たとえ
時間がかかっても、最大限、カンボジア人が
合意し納得できる形で進めようと思っていま
した。 （毎日新聞 1998年 8月 1日）
『類語大辞典』（講談社、2002）は、「決意」を「ど
んなことがあっても実行しようと心に決めること」
と記述している。しかし、（12）の「軍事大国になら
ない」のように、引用節の述語が否定形になってい
るものもある。大きく分けて、決意には、肯定系の
決意（……するという決意）と否定系の決意（……
しないという決意）があると考えられる??。否定系の
決意を捉えられない「どんなことがあっても実行し
ようと心に決めること」という記述（『類語大辞典』
（講談社、2002））より「自分の意志をはっきりとき
めること」という記述（『学研国語大辞典』（学習研
究社、1978））の方がよいだろう。上で分析した「決
心（する）」にも、肯定系の決心と否定系の決心があ
るようである。（ここでの分類も、網羅的なものでは
ない。）
「……すると決心する」
(14) 北朝鮮へ帰るといっていた薫さんが、親友
の熱い説得や老いた両親の涙に接して、日本
に残ると決心するところが前半のハイライト
だ。 （毎日新聞 2003年 5月 26日）
「……しようと決心する」
(15) 準優勝の夜、大阪で打ち上げ会をした。予
想もしない成績に酔いしれる蔦さんに、白川
さんは「思い残すことはないでしょう。監督
を若い者に譲ったら」と引退を勧めた。「何を
いいよるか。わしの人生はこれからぞ」。蔦さ
んははねつけた。「この人から野球を取ること
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はできんな」。白川さんは生涯付き合おうと決
心した。（＝（ 3））
「……したいと決心する」
(16) 石さんは昨秋、肺の病気で入院。「（これま
で訪問した）平壌の家族のところで死にたい」
と決心し、帰国準備を始めた直後、再入院し
たまま 10月、72歳で亡くなった。
（毎日新聞 2003年 8月 25日）
「……するまいと決心する」
(17) 頼んでもいないことを勝手にやったのだか
ら礼を述べる必要はない、と彼らは考えたの
だろう。確かにおおげさな感謝はむしろ迷惑
だが、善意が冷たくあしらわれるのも身に応
える。もう二度とこの図書館で他人に余計な
親切はするまいと決心した。
（毎日新聞 2003年 11月 23日）
否定系の決心を捉えられない「ある事をしようと心
を決めること」という記述（『学研国語大辞典』（学
習研究社、1978））は、修正する必要がある。
「決意表明（する）」という語はあるが、「？決心
表明（する）」という語は、通常、耳にしない。
(18) 現在、加盟 10カ国（国連経済制裁下のイラ
クは除く）の生産枠は合計で日量 2450万バレ
ル。サウジアラビアなどが、この数字は変え
ずに、「（戦争の影響で）必要が生じた場合に
は、枠を一時的に外し、能力いっぱいまで生
産する」といった内容で決意表明するよう提
案したが、「OPEC加盟国であるイラクへの
米軍事攻撃を助けることになる政治的決定は
受け入れられない」（イランのザンガネ石油
相）など他の加盟国が反発。生産上限の一時
棚上げは公式合意に盛り込めなかった。
（毎日新聞 2003年 3月 12日）
『ちがいがわかる類語使い分け辞典』（小学館、2008）
が述べているように、「不戦の―を内外に表明する」
のような「公的な事柄についての硬い表現の場合は、
「決心」は不適当」だからか。
３．「決断（する）」
『学研国語大辞典』（学習研究社、1978）は、「決
断」を「迷わず自分の考えをきっぱりと決めること」
と記述している。
(19) 大阪での保健生協理事長職の仕事に区切り
がついたことや、日弁連と島根県弁護士会か
ら、弁護士過疎対策として要請されたことも
あって、島での開業を決断した。
（毎日新聞 2003年 5月 29日）
(20) 小泉純一郎首相は 14日、自民党総裁再選が
確実になったことを受け、次期総選挙を 11月
に実施することを決断し、党執行部に対し「10
月 10日に衆院を解散し、総選挙を 11月 9日
に行う」との日程を軸に調整に入るよう指示
した。 （毎日新聞 2003年 9月 15日）
(21) メッツの新ユニホームを着た吉井はバレン
タイン監督（元ロッテ）やナインと共にメッ
ツの催しに登場。「近鉄に入った時から大リー
グでやりたいと思っていた。日本の球団から
大金を提示され気持ちがぐらついたことも
あったが、大リーグに挑戦すると決断してか
らは気持ちに整理がついた」と述べ、フリー
エージェントから初めて大リーグ入りする意
気込みを表した。
（毎日新聞 1998年 1月 16日）
決断の内容は、（19）ではヲ格名詞句（「島での開業」）
で、（20）では名詞節（「次期総選挙を 11月に実施す
ること」）で、（21）では引用節（「大リーグに挑戦す
ると」）で表されている。
(22）の「決意（する）」は「決断（する）」に、（23）
の「決断（する）」は「決意（する）」に置き換えら
れるだろう。
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(22) 大阪市の磯村隆文市長（72）は 18日、11月
末にも行われる次期市長選に立候補しない意
向を固めた。高齢で体力的な自信も持てない
ことから引退を決意したと見られる。
（毎日新聞 2003年 8月 18日）
(23) 大阪市の磯村隆文市長（72）は 18日、11月
末にも行われる次期市長選（12月 18日で任
期満了）に立候補しない意向を固めた。同日
午後に記者会見で正式表明する。磯村市長は
一時、3選出馬も取りざたされたが、高齢で、
体力的な自信が持てず、与党の一部から続投
に難色を示す動きもあり、引退を決断したと
みられる。 （毎日新聞 2003年 8月 18日）
「決意（する）」と「決断（する）」は、どう違うの
だろうか。なかなか難しい問題である。「決断力」と
いう能力はあるが、「＊決意力」という能力はない。
(24) 指揮官としての王、星野は基本的に似通っ
ている。ともにOB以外から就任し、万年 B
クラスだったチームを再建した。共通するの
は周囲の雑音や選手の過去の実績にとらわれ
ない決断力だ。星野は今オフに大胆な戦力入
れ替えを進め、試合では元エースの藪も容赦
なく降板させた。「不動の主砲」を理想とする
王も今季序盤、不振だった 4番の松中を一気
に 6番へ降格させた。周囲も驚く荒療治で奮
起を促した。（毎日新聞 2003年 10月 9日）
「固い決意」は適格だが、「＊固い決断」は不適格だ
ろう??。
(25) 世界のメダリストへと駆け上がった自分に
は「お疲れさま」と言いたいという。目標は
高い。「現役の間にあと 2回くらい五輪がある
ので、どちらもいい結果を出したい。まずは
ケガのないように過ごしたい」。静かな口調の
言葉に、固い決意を感じさせた。
（毎日新聞 2003年 12月 20日）
（26）、（27）は、「決意（する）」と「決断（する）」
の違いを考える上で、参考になるかもしれない。
(26) しかし、演説までに、大統領は諮問機関の
大統領評議会で大統領直轄統治を導入すべき
だとの強硬意見を聞いており、副大統領や最
近重きをなしていたスココフ氏の事前の反対
を振り切って決断している。不退転の決意と
みなければならないだろう。
（朝日新聞 1993年 3月 22日）
(27) 皇太子さまとの婚約が内定した小和田雅子
さん（29）が、皇太子さまのプロポーズを最
終的に受け入れたのは、昨年 12月 12日、東
宮仮御所でのことだった。東宮御所（現赤坂
御所）での初めての出会いから、5年の空白を
はさんで 6年 2カ月。再会して 4回目のデー
トで出した結論だった。関係者によると、殿
下の気持ちを受け入れる雅子さんの決意の言
葉は、「つつしんでお受けします」だった。揺
れる気持ちを乗り越えての決断だったとい
う。 （朝日新聞 1993年 1月 7日）
（26）では、大統領の決断が「不退転の決意」と見
なされている。（27）では、決断の結果が「決意の言
葉」に表れている。
（28）の「決断」は、「決意」に置き換えられない。
(28) この調整案は、我が国の主張がすべて受け
入れられているものではありませんが、多国
間交渉を妥結に導くにあたっての常として、
交渉の取りまとめ役であるガット事務局が各
国の対立する意見をよく聞いたうえで、最大
公約数的な最終案としてまとめあげたもので
あり、これまで我が国が粘り強く主張してき
た基本的考え方が相当程度取り入れられてお
ります。この提示を受けて我が国としてはこ
れを受けるか受けないか、厳しい決断を迫ら
れることになったのであります。
（毎日新聞 1993年 12月 14日）
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（28）の「決断」は、選ぶことを表す漢語サ変動詞
である「選択（する）」に近づいている??。逆に、（29）
の「選択」は、「決断（する）」に近づいている。
(29) 世界最大の難民キャンプといわれ、一時は
20万人を超えるアフガニスタン難民が暮ら
したパキスタン北西部ペシャワル郊外の「カ
チャガリ・キャンプ」が近く完全に閉鎖され
る。故郷のアフガンに帰還する難民が相次い
でいるうえ、雇用機会をめぐって地元住民の
負担が大きいことからパキスタン政府の要請
に基づき国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）が閉鎖を決定した。しかし今も
キャンプに残る住民の多くは、故国に帰るか
パキスタンに残るか、厳しい選択を迫られて
いる。 （毎日新聞 2003年 6月 12日）
「決断（する）」が「判断（する）」に近づくことも
ある??。（逆に、「判断（する）」が「決断（する）」に
近づくこともある。）
(30) 整備新幹線の建設は、あくまでも JR各社
の決断と責任によって進められるべきであ
る。運営面で大きな赤字が予想される場合、
その分も税金で面倒をみるといったことは、
国鉄改革の経緯からいっても許されることで
はない。政治も、JR各社の経営者も、この点
を甘く考えてはなるまい。
（朝日新聞 1988年 2月 18日）
(31) 部分着工・開業論によって調整作業に現実
味が出てきたが、改めてこの問題の大前提を
忘れることのないように念を押しておきた
い。それは、せんじつめると整備新幹線の建
設は JR各社の独自の判断と責任で進めるべ
きだ、ということである。開業後の運営費や
設備更新費までも税金を当てにするというよ
うなことは、国鉄の民営・分割の経緯からし
ても許されることではない。
（朝日新聞 1988年 7月 11日）
４．「覚悟（する）」
「覚悟（する）」は、好ましくないこと、困難なこ
とに対して、心構えをすることである。
(32) 野村証券のある幹部も「企業の安定だけを
考える経営者が良いのか、ある程度のリスク
を覚悟し発展を求める方がいいのか。商法改
正は正常な企業活動さえも委縮させることに
なる」という。
（毎日新聞 1993年 6月 24日）
(33) 日銀の体質が背景にあるとの指摘には、「新
日銀法施行から 5年で日銀は相当進歩してい
る。組織としてまだまだ望ましいところとの
距離は遠く、今後もいろいろな問題が起きる
ことを覚悟している」とも語った。そのうえ
で、「日銀の体質が古いというとらえ方ではな
く、現実の問題を分析し解決することによっ
て、結果的に日銀の組織文化が変わるという
考えで運営していきたい」と述べた。
（毎日新聞 2003年 8月 13日）
(34) 宮本・鹿島監督は「後期は厳しい試練の場
になると覚悟していたが。きょうの試合は精
彩もなく苦しかった」と表情はこわばったま
まだった。 （毎日新聞 1993年 8月 1日）
覚悟の対象は、（32）ではヲ格名詞句（「ある程度の
リスク」）で、（33）では名詞節（「今後もいろいろな
問題が起きること」）で??、（34）では引用節（「後期
は厳しい試練の場になると」）で表されている。好ま
しくないことに対しての心構えが諦め（仕方がない
という気持ち）になっていることがある??。
(35) 援助の必要な途上国は、それぞれに問題を
抱えている。援助に伴うある程度のむだも覚
悟しなければならない。しかし、それでもな
お援助を拡大するからには、そうした現実を
認めたうえで、どうすれば援助の効果がその
国の貧しい人々に及ぶかを、理念づくりの基
礎にすえる必要があるだろう。
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（朝日新聞 1989年 10月 8日）
（36)～ (39）では、「決意（する）」と「覚悟（す
る）」は、対照的な振る舞いを示す。
(36) ＊失敗を決意する。
(37) 成功を決意する。
(38) 失敗を覚悟する。
(39) ＊成功を覚悟する。
（37）の「決意（する）」は、「覚悟（する）」に置き
換えられない。（38）の「覚悟（する）」は、「決意（す
る）」に置き換えられない。しかし、（40）では、「決
意」から「覚悟」への置き換え、「覚悟」から「決意」
への置き換えが可能である。
(40) 結局のところ、「政治改革は政治の条件整備
に過ぎず、政治本来の目的は、国民の期待に
そった明確な政策の選択にある」（マイク・モ
チズキ南カリフォルニア大教授）。内向きの改
革論議で終始する限り、根本的な日本評価は
変わりようもない。経済摩擦、アジア各国と
の過去の清算、日本にふさわしい国際貢献の
推進などに、正面から取り組む決意と道筋を
示す覚悟こそ求められている。
（朝日新聞 1993年 8月 10日）
(41) 経済摩擦、アジア各国との過去の清算、日本
にふさわしい国際貢献の推進などに、正面か
ら取り組む覚悟と道筋を示す決意こそ求めら
れている。
（42）の「覚悟（する）」も、「決意（する）」に置き
換えられる。
(42) 「今のカンボジアでは、思いついた人がや
るしかない」と、自ら植林に取り組むことに
した。しかし、カンボジアでは僧侶は厳しい
戒律に従って修行を積み、俗事とは距離をお
かなくてはならない。渋井さんは昨年、思い
切って還俗（げんぞく）し、10年間は植林を
やってみようと覚悟した。
（毎日新聞 1998年 2月 14日）
(43) 渋井さんは昨年、思い切って還俗（げんぞ
く）し、10年間は植林をやってみようと決意
した。
このような置き換えが可能になるのは、はっきり決
めた自分の意志がこれから行う困難なこと（（42）の
場合は、カンボジアで植林をすること）に対しての
心構えになっている場合と考えられる???。
５．おわりに
本稿は、「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」
の一部として、心を決めることを表す漢語サ変動詞
の分析を試みた。「決断（する）」には、もう少し掘
り下げて分析する余地があると思う。今後の課題と
したい。
注
1)「漢語サ変動詞の意味・用法の記述的研究」の必要性に
ついては、小林（2005）を参照。
2)後で分析する「決意（する）」、「決断（する）」、「覚悟（す
る）」も、「～をする」構文で使われることがある。
［ 1］ 大学時代は外科医を目指していたが、卒業間近に
なって小児科に進む決意をした。「やはり、体が弱かっ
たことが根底にある」。自分のような子どもを増やした
くない、元気に育ってもらいたいという思いが、医療
活動を支えてきた。 （毎日新聞 2003年 10月 31日）
［ 2］ アトランタ五輪で 3位に終わった時には、国内で辞
任要求が高まった。今大会前には希望していないのに、
ジーコを参謀役につけられた。ロマリオを代表から外
す決断をした時も批判を浴びている。だが、結果的に
は、的確な選手起用と戦術指示だけでなく、人間的魅
力でスター集団をまとめることに成功した。
（毎日新聞 1998年 7月 12日）
［ 3］ 金大中氏が IMFとの合意履行を重ねて強調してい
るのは、韓国の経済体制を根本から組み立て直す姿勢
を意味する。国家破産という破局を避けるために IMF
の要求に従うしか選択肢がないともいえるが、財閥改
革と整理解雇制の導入については労使双方から厳しい
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抵抗が予想される。金大統領との合意を発表し、現政
権と責任を分担する形をとってはいるものの、自ら非
難を浴びる覚悟をしたのは明らかだ。
（毎日新聞 1998年 1月 7日）
3)［ 4］の名詞節では、「こと」ではなく、「の」が使われて
いる。
［ 4］ ジアスターゼを発明した高峰譲吉は米国で実業家と
して大成功してニューヨーク社交界の名士になってい
たが、日露戦争時には戦費調達などの民間外交で大活
躍した。晩年になって体調がすぐれず帰国して静養し
たかったが、渋沢栄一の手紙に「高峰、米国を去らば、
日米親善の方途絶る」とあるのをみて、帰国を断念し
て米国の土になるのを決意した。
（毎日新聞 2003年 1月 12日）
4)肯定系の決意と否定系の決意は、コインの表裏の関係に
ある。
［ 5］ ?平和に徹する、つまり軍事面では役割は果たさな
い、と決意した国のコストは高い」との認識にたって、
対米貿易不均衡の解消で思い切った国内的な犠牲を
払っていくようにしなければならない。
（朝日新聞 1987年 9月 8日）
［ 5］では、肯定系の決意（「平和に徹する」）が否定系の決意
（「軍事面では役割は果たさない」）に言い換えられている。
5)［ 6］と異なり、［ 7］には違和感を覚えるが、
［ 6］ 欧米両大陸から遠く離れたアゾレス諸島が今回の首
脳会談の会場に選ばれた理由はイラク攻撃反対デモの
影響を受けにくく、警備の面で都合が良いためといわ
れる。また、会場となったテルセイラ島には米空軍基
地があり、イラクへの武力行使の決意を固めたブッ
シュ米大統領が兵士らの士気を鼓舞する機会になる。
（毎日新聞 2003年 3月 17日）
［ 7］ ?最後の 1年という気持ちでやってきたが、選手の
中でマンネリ化してしまった。ただ何となく野球を
やってる。怠慢プレーも随所に出てきて、そういうの
を目の前で見せつけられて（辞任の）決断を固めるこ
ととなった」。今季 14試合を残し、一気に Bクラス転
落の危機にさらされている。
（毎日新聞 1998年 9月 22日）
［ 7］に違和感を覚えない話者は、「固い決断」を適格と判断
するだろう。
6)［ 8］も参照。
［ 8］ 例えば決断について、原田さんは明確な意思の下に
決断しているかどうかが問題だと考える。意思決定権
者は、結論が誤っていても責任をとらなければならな
いし、選択しなかったことに配慮することも必要だ。
（毎日新聞 2003年 8月 20日）
［ 9］では、「決断（する）」と「選択（する）」が並立されて
いる。
［ 9］ こんなことを言うと、コワイ、というイメージが結
ぶだろうが、その通り、彼女は結構、強気の上段の性
格である。「とことん迷って困難な方を決断・選択し、
後は突き進むタイプ」と本人が言っている。最近、役
どころも幅が広がり、「略奪愛」では、控えめな良妻賢
母を演じている。しかし、やりたいのは、精神力の強
さと不良性を感じさせるクールな役。
（毎日新聞 1998年 1月 20日）
7)『類語大辞典』（講談社、2002）は、「決断」を「どうすべ
きか決めるのが難しいことをはっきり決めること」、「決め
にくいことを思い切って判断すること」と記述している。
8)［10］の名詞節では、「こと」ではなく、「の」が使われて
いる。
［10］ マンションのローンもかなり残っていた。「生活が苦
しくなるのは覚悟しないと」。会社の存続に、わずかな
希望を抱きながらも、今後のことは考えられなかった。
（毎日新聞 1998年 3月 30日）
9 )『学研国語大辞典』（学習研究社、1978）の「覚悟」の項
には、「また、あきらめて決心すること」という記述がある。
［11］ 世田谷区へ帰る途中の主婦（48）は「この区間をよ
く使うわけではないので工事を知らなかった。知って
いたらほかの手段を選んだ」と疲れた顔。午後 10時 20
分三鷹発の下り最終列車が出ると、一時的に約 400人
がバスを待つ列を作った。小平市の会社員、梅林伸行
さん（42）は「覚悟していた。仕方ないですね」と話
していた。 （毎日新聞 2003年 9月 28日）
［11］では、「仕方ないですね」と諦めている。
10)［12］の「決意（する）」は、「覚悟（する）」に置き換え
られないだろう。
［12］ 自身の経歴や作品に込めた思いが随所にちりばめら
れている。13歳の時、夫に銃で顔半分吹き飛ばされた
女の人の死体を見た。小説家になろうと決意したのは、
この体験を何としても人々に伝えようと考えたからだ
という。（＝（ 7））
小説家になることは、希望である。これから行う困難なこと
とは考えにくい。
［13］「自分と同じ思いをさせたくない」。進路の選択をす
るとき、いつも嫌いな先生の顔が浮かび、その度、教
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師の言葉に傷つく子どもたちを守る職業につきたいと
決意してきた。その一方で、幼いときの体験をひきず
る自分に嫌気が差していた。それを乗り越えたいとい
う気持ちから、大学で教職課程を取った。（＝（11））
教師の言葉に傷つく子どもたちを守る職業につくことは、明
らかに希望である。［13］の「決意（する）」を「覚悟（する）」
に置き換えた［14］は、不適格である。
［14］ ＊進路の選択をするとき、いつも嫌いな先生の顔が
浮かび、その度、教師の言葉に傷つく子どもたちを守
る職業につきたいと覚悟してきた。
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